


要約:小児期からの成人病予防を行うことが,わが国における現在増加しつつある成人病の

死亡率や羅病率を低下させ,かつクオリティーオブライフの向上に貢献するのかどうかを

知る一つの重要な方法として,小児期早期からの長期に亘る前方視的研究であるコーホー

ト的研究手段が考えられる。コーホート的研究を行うにあたり,必要とされる具体的内容や

派生すると予想される諸問題に関して検討した。 


